



第12回 学術情報ソリューションセミナー 2016 in OSAKA.
The Age of Discovery ～コペルニクス的転回を超えた学術





































































 平20      １２社
 平21 １０社
 平22～ １４社～１６社
 平28.6現在 １５社
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賛助会員とは
9
運営要綱
（賛助会員）
第８条 近畿イニシアに、賛助会員を設ける。
２ 賛助会員は、近畿イニシアの活動に賛同する個人もしくは
団体等で、会員になるにあたっては運営委員会の承認を得る
ものとする。
３ 賛助会員は、運営委員会が別に定めるところにより近畿イ
ニシアの活動や事業に参加することができる。
４ 近畿イニシアは、必要に応じて賛助会員の周知を図る。
５ その他、賛助会員についての必要な事項は、運営委員会に
おいて別に定める。
（寄付）
第９条 近畿イニシアは、近畿イニシアの活動に賛同する個人
もしくは団体等からの寄付を受けることができる。
大学図書館の過去30年間の枠組みの再構築
と近畿イニシア
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10年 20年 30年
電子ジャーナル
機関リポジトリ
ラーニングコモンズ
電子図書館
NACSIS-CAT/ILL
NACSIS-CAT所蔵レコードの推移
と大学図書館の重要キーワード
百万件
近畿イニシア
（2005設立）
・・・そして今や
アクティブラーニング
オープンアクセス
オープンサイエンス
大学図書館と国立情報学研究所との
連携・協力推進会議と近畿イニシア
 JUSTICE
機関リポジトリ推進委員会
→平28.7「オープンアクセスリポジトリ推進協会」設立総会予定
これからの学術情報システム構築検討委員会
全国的なコンソーシアム活動や関連する研修活動の
地域的な実施組織としての、近畿イニシアの可能性。
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大学図書館職員研修の新たな動向
国公私立大学図書館協力委員会 研修のあり方に関
するワーキンググループ
『大学図書館職員の専門性と専門研修のあり方について（報告
書）』（平27.12）
これからの大学図書館の専門性と研修
NII中心の研修事業から大学が主体的に
NIIとのさらなる連携・協力
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大学図書館職員の専門性
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『大学図書館の整備について（審議のまとめ）』（平22科学技術・学術審議会学術分科会研
究環境基盤部会学術情報基盤作業部会）をもとに作成
専門性の再構築
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各専門性の重要度・優先度は大学により異なる
 大学の特色
 機能分化、自らミッションを定める
研修の方向性
 安定的・継続的な業務にかかるもの
 変化に対応した新しい枠組みの構築に資するもの
限られた資源（財源、人材、etc.）
 業務委託の進行、現場での能力開発の困難さ
 人材の集約化と高度化
今後、検討されるべきこと
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大学図書館職員の専門性について捉え直す
研修は人材育成の手段としては一部を担えるに過ぎない
大学図書館の働きによって、
学生や教職員に良いもの（こと）があったか
研修を受けることで、
大学図書館の働きはどう変わったか、どう改善されたか
さいごに
16 ご清聴ありがとうございました
